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新年明けましておめでとうございます  

 
 昨年はいろいろと本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。 
２０１５年、平成２７年を迎え、教職員一同、新たな気持ちで子どもたちのために全力で

あたりたいと思っております。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

須賀川市立第二中学校だより 

岩瀬ヶ丘 

       
～目標は具体的な行動で～  

２０１５年（平成２７年）の新しい年が始まりました。「一年の計は元旦にあり」と言い

ます。皆さんも３学期をスタートするにあたり、新たな抱負と決意を持って本日の始業式

を迎えたことと思います。 

しかし、当然抱負や決意だけで終わらせてしまってはいけません。夢や目標の実現に向

けて、日々できることから努力することが大切です。その小さな積み重ねがあって初めて

夢や目標の達成があるのです。 

そこで、日本とアメリカで活躍したプロ野球の松井秀喜選手の話を紹介します。 

大リーグへ移籍した松井選手は、当初大リーグ投手が持つくせ球に悩みました。投手が

投げたボールがベースの外へ沈むように落ちていく「くせ球」につられてバットを出して

しまい、いつもセカンドゴロになり、「ゴロ王」と呼ばれてしまったのです。 

松井選手は、究極の目標として、「そのようなボールでもホームランが打てるバッター

になりたい」と思いました。でも、急にホームランを打てるようになるはずがありません。

そこで、まず外のストライクゾーンを見極めることを最初の目標としました。そしてそれ

ができるようになると次に、外側に来るボールを左方向に強く打ち返すことを目標としま

した。それは、「外のボールをヒットできれば、相手投手は内側も攻めてくる。そうすれ

ば外側への甘いボールも出てきて、そのボールを見逃さず捕えればホームランだって打て

るはずだ。」と考えたのです。 

もちろんこれは、頭で考えた理屈で、実際にはこんなに簡単にはいきませんでした。し

かし、このような目標を一つ一つクリアーしていって、とうとうニューヨークヤンキース

の４番打者を務めるまでになったのです。 

松井選手ほどの世界に通用する素晴らしい人でさえいろいろ悩み、まず今出来る小さな

目標を達成することから努力を積み重ね、大きな目標を達成することにつなげていきまし

た。 

松井選手は、大きな目標をもったなら、そのために、今年の目標、今月の目標、今日の

目標と、まずは身近な目標を定めることが大切で、目標は数字ではなく、具体的な行動に

した方が目安になると私たちに教えています。 

皆さんにもこの話を是非心においてほしいと思います。   
 
 

僕は一歩ずつ階段を上っていくタイプだと思います。

急激にすごい数字を残すとか、すごい技術を身につける

とか、そういうことは恐らくないでしょう。一進一退を

繰り返しながら、ちょっとずつ進歩していくしかないと

思っています。そして、きっちり階段を上っていくため

には、「夢」と呼べるような大きな目標だけでは足りま

せん。今年の目標、今月の目標、今日の目標と、まずは

身近な目標を定めるようにしています。目標は数字では

なく、具体的な行動にした方が目安になります。 

「不動心」松井秀喜（新潮新書）より 



                始業式に学年代表生徒３名が発表しました。 
                １年代表 ６組 小山純晴君 ２年代表 ５組 西牧直美さん 
                 ３年代表 ２組 飯岡大輔君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           ３年 飯岡 大輔

～略～ まず、学習面からです。学習面で大事なことは、毎日の継続と勉強の内容、勉強している時の

集中力だと思います。集中力がなければ、内容の濃い勉強はできず、仮に集中して内容の濃い勉強をした

としても、毎日それを継続しなければ意味がありません。つまり、この３つのことをひとつでも欠けてい

ては、ただ消化するだけのいい加減な勉強になってしまいます、３学期からは、これらのことを大事にし

て、受験本番まで一つ一つの勉強をコツコツと積み上げて、レベルアップしていきたいです。 ～略～ 
受験本番まで残り２か月余りとなりました。笑顔で春を迎えるためには、この２か月は歯を食いしばり

努力しなければなりません。しかし、自分だけが苦労しているのではなく、自分の身近にも努力し苦労し

ている仲間がいるということを忘れず過ごしたいと思います。 
最後に、僕たち３年生に残された中学校生活はわずかとなりました。これまでお世話になった先生方や

両親、そして共に生活してきた仲間への感謝の気持ちを胸に、みんなで最高の卒業式を作り上げましょう。 

 

新年の抱負 

１年 小山純晴君 ２年 西牧直美さん ３年 飯岡大輔君 

     
 
 長い間、須二中では雪の日の登校日に、有志の生徒、先生方によって駐車場や昇降口前の雪かきが
行われていました。３年前から、生徒会を中心に有志生徒によりＹＫＴ（雪かき隊）を編成し、雪か
き活動をしてきました。今年も雪が積もった日には活動をする予定です。今年度は７０名の１・２年
の有志が入隊しました。７０人のメンバーを紹介します。隊長は生徒会長の大木翔太君です。  

ＴｅａｍＹ           ＴｅａｍＫ          ＴｅａｍＴ 
１年 中山穂乃花  新井 春菜 １年 吉田 渓人  金澤  樹 １年 佐藤 未祥  平栗 純次 
   先﨑まゆ子  菅井 花奈    鈴木 公士   魵澤 宙弥       宇佐見彩斗  薄  虹花 
  ○石井 瑞希  及川 京花    小山 純晴  鈴木 飛翔    桑名 萌実  佐久間 遼 
   佐藤 優衣  野崎トリシア  ○磯  龍門  中島 賢一    菅原 絵茉  清野 美空 
   長谷川陽菜  阿部 陽斗    薄井 椋汰  君島 一成    箭内 和奏  押切  響 
２年 阿部 大輝  佐藤 大翔     高橋 拓海           青砥 壮吾  齋藤 ねね 

○和田 颯斗  佐久間優汰 ２年 関根妃奈乃 ○鈴木 藍里      内藤 武蔵  深谷  凌 
   安藤  拳  佐藤 大斗       常松 秋花  橋本 香澄   ○安田 圭祐  
   古川  歩 ◎荒井 磨大     安田 麗奈  善方 詩乃 ２年○佐藤 有希 ◎長沼 莉子 

  関根 明希  西間木涼乃        眞壁 来実  山崎 野花    谷田部妃南  吉田 理子 
   佐藤 怜奈  斎藤 未菜     佐々木 麗  鈴木侑季乃  大柿奈々海  佐藤 陽菜 
                  ◎山下 真依  安藤 弥生    渡邉  凜 

 小池 百音 大木 翔太     
有我紗耶香 

 
大畑龍平君 東北バド３位の快挙！ 

青森県弘前市の青森県武道館で行わ

れた東北中学校バドミントン選手権

大会〈１２月２６日（金）から２８日（日）〉

で大畑龍平君（２年）が個人シングル

スで第３位に入賞しました。 
「今年の中体連では、全国大会出場

を目指す。」と力強く抱負を語ってく

れました。 
 

    ＹＫＴの活躍 


